
避難確保計画

対象災害 :水害 (洪水 高潮 津波)

【施設名 :和光こども園】

2026年 8月 作成



基本情報

基本情報

計画の名称
|

避難確保計画

対象災害 盟 洪水  高潮 曰 津波

作成年月  2026年 8月

自衛水防組織設置の有無 0有 ③ 無

添付ファイル

登録されてひるファイルサまありません

施設情報
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※本地図の災害情報は、最新の情報を表示しています。計画作成時の情報と異なる場合がござい

ます。

施設名称 和光こども園

事業所番号■

事業所番号 2

事業所番号 3

事業所番号 4

事業所番号 5



事業所番号 6

事業所番号 7

事業所番号 8

運営主体  民間施設

所在地  9中 川区東起町1丁目14番 1

行政区  中川区

学区  西中島

担当者  櫻井 信寿

電話番号  0523818061        主メール   wakouhoikuen@zbttp

補助メール

施設特性■ 保育所 (民間)

施設特性 2

施設特性 3

施設特性 4

施設特性 5

施設特性 6

施設特性 7

施設特性 8

洪水  0.5～3.Om未満          雨水出水  '|:|す

高潮  3.0～ 5.Om未満            津波  0.5～3.Om未満

土砂災害  ■ |

家屋倒壊等氾濫想定区域内の有無 o有  ③ 無

土砂災害 (特別)警戒区域における種別 囲 土石流 磯 急傾斜地の崩壊 (がけ崩れ)

地域防災計画   記載年月 H29.6          削除年月

社会福祉施設



計画概要

計画の目的 言R入御|

この計画は、本施設の利用者の洪水時・高潮時・津波の発生時の発生時の円滑かつ迅速な避

難の確保を図ることを目的とする。

また、作成した避難確保計画に基づいて、安全な避難行動を確実に行うことができるよう、

防災教育や訓練を行い、胞設の職員や利用者に対して、洪水・高潮・津波に関する知識を深
めるとともに、訓練等を通して課題等を抽出し、必要に応じてこの計画を見直ししていくも

のとする。

関連法
水防法、津波防災地域づくりに関する法律

施設の概要

利用形態 盟 通所 霧 入所 (長期) 艤 入所 (短期)建物の階数   1  階

施設の人数

平 日 休 日

利用者 職員 利用者

昼間  約 150人   約 20人   約 0人   約 0人

夜間  約 0人   約 0人   約 0人  約 0人

施設が有する災害リスク

施設において想定されている災害の種別や災害の大きさ等を記載しましょう。

水害 (洪水、雨水出水、高潮、津波)

最大漫水深   0.5～3.Om未満

職員

洪水浸水想定区域

(洪水 )

●該当なし

③該当

浸水継続時間  対象外

家屋倒壊等氾濫想定区域の該当の有無

③ 該当なし ● 該当

最大浸水深   対象外

漫水継続時間  対象外

雨水出水漫水想定

区域 (雨水出水)
③該当なし

●該当



高潮浸水想定区域

(高潮 )

最大漫水深   3.0～50m未満

浸水継続時間  対象外

基準水位    o.5～ 3.Om未満

津波到達時間  対象外

土砂災害

③ 該当なし

|〕 該当

● 該当なし

③ 該当

津波災害警戒区域

(津波)

t〕 該当なし

o該当

土砂災害特別警戒区域、土砂災害警戒区域

河川詳細

対象河川 該当有無 最大浸水深
家屋倒壊等氾濫想定区

域の該当の有無

庄内川 ○ 該当なし ○ 該当 o.5～3.Om未満 ③ 該当なし ご:,該当

矢田川 (国管理) o該 当なし ○ 該当  o.5～3.Om未満 ③ 該当なし o該当

木曽川 ③ 該当なし Φ 該当 対象外 ① 該当なし (〕 該当

一級河川木曽川水

系郷瀬川流域

―級河川庄内川水

系矢田川・香流川

流域

一級河川庄内川水

系新川流域

一級河川庄内川水

系堀川流域

一級河川庄内川水

系八田川流域

―級河川庄内川水

系長戸川・野添川

流域

―級河川庄内川水

系内津川流域

二級河川境川水系

境川・逢妻川流域

二級河川天白川水

系天自川流域

③ 該当なし ● 該当 対象外 ③ 該当なし て正)該当

o該当なし (:う 該当 対象外 o該当なし く)該当

③該当なし ●該当  対象外 o該当なし ●,該当

o該当なし ti)該当  対象外 ③ 該当なし 1■ 該当

o該当なし ti,該当  対象外 ③ 該当なし f,該当

○ 該当なし ,該 当  対象外 ③ 該当なし |1該当

o該当なし |:歩 該当  対象外 o該当なし |う 該当

③ 該当なし ●該当  対象外 ③ 該当なし ()該当

螂 急傾斜地の崩壊 (がけ崩れ)

=:土
石流

o該当なし c)該当  対象外 ③ 該当なし t→ 該当



対象河川 該当有無 最大浸水深
家屋倒壊等氾濫想定区

域の該当の有無

二級河川山崎川水

系山崎川流域

二級河川日光川水

系日光川流域

③該当なし ④該当  対象外 ③ 該当なし o該 当

o該当なし (1該当  対象外 ③ 該当なし ● 該当

計画の報告

計画を作成又は必要に応じて見直し。修正をしたときは、遅滞なく、当該計画を市町村長へ報告

する。

計画の見直し

避難訓練の結果や社会情勢の変化に伴い、定期的に見直すものとする。
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防災体制

防災体制 【洪水】

総括指揮者
全体を指揮

責任者園長

人数

・ 状況把握、指揮

・ 体制確立の判断

・ 事前休業の判断

記入例

装備品等準備班
設備や装備品等の点検・準備

責任者主幹保育教諭

レベル

警戒レベル

1

↓
災害への心構

えを高める段

階

警戒レベル

2

↓
注意体制

1 名  人数

防災体制確立時の組織構成と役割分担

情報連絡班    避難誘導班
情報収集や伝達      利用者の避難支援

責任者副園長    責任者教頭

1 名  人数 1名 人数

D気象情報等収集
・ 施設職員への情

報伝達

(避難誘導体制

の確認 )

(避難ルー トの

確認 )

1名 人数 1名

(避難に必要な

設備や装備品、

備蓄品、避難先

への持ち出し品

等を点検 し準備 )

人数

・ 状況把握、指揮

・ 施設職員等招集

・ (避難開始判

断)

・ 状況把握、指揮

・ 避難先での園児

の見守りの監督

・ (緊急安全確保

の判断)

1 名  人数 15 名 人数 3名

・ 避難に必要な設

備や装備品、備

蓄品、避難先ヘ

の持ち出し品等

を点検 し準備

・ 避難先での持ち

出し品等の管理

人数     1 名 人数     1 名 人数     15 名 人数      3 名

・ 状況把握、指揮  ・ 気象情報、水位  ・ 避難開始判断の  D避 難開始判断の
・ 避難開始判断    情報、避難情報   場合、避難誘導   場合、避難先ヘ

等の収集     開始       の持ち出し品等

・ 保護者への連絡            の運搬

人数 1 名  人数 1名 人数 15 名 人数 3名

D気象情報、水位
情報、避難情

報、避難先情報

等の収集

・ 施設職員や避難

支援協力者へ連

絡

・ 施設職員への情

報伝達

・ 避難誘導体制の

確認

・ 避難ルー トの確

認

o(避難誘導開
始)

・ 避難完了の確認

・ 避難先での園児

の見守り

o(緊 急安全確保
の誘導 )

警戒レベル

3

↓
警戒体制

警戒レベル

4

↓
,F常体制



警戒レベル司

↓

災害への心構え

を高める段階

警戒レベル2

↓

注意体制

レベル

レベル 4大雨危険警報、
レベル 4氾濫危険警報、

レベル 5大雨特別警報
レベル 5氾濫特別警報

・ 早期注意情報 (警報級の可能性)の 「中」または「高」が発表された場合

・ 台風の接近が予想されている場合

・ レベル 2大雨注意報が発表された場合
D庄内川レベル 2氾濫注意報が発表された場合
・ 矢田川 (国管理)レベル 2氾濫注意報が発表された場合

・ 高齢者等避難が発令された場合

・ レベル 3大雨警報が発表された場合

・ 庄内川レベル 3'E濫警報が発表された場合

・ 矢田川 (国管理)レベル 3氾濫警報が発表された場合

・ 避難指示が発令された場合

・ レベル 4大雨危険警報が発表された場合

・ 庄内川レベル 4氾濫危険警報が発表された場合

・ 矢田川 (国管理)レベル 4氾濫危険警報が発表された場合

事前休業の判断について

避難指示 (警戒レベル4)、 高齢者等避難 (警戒レベル 3)、 防災気象情報のレベル 5特別警
報、レベル4危険警報が発令・発表された場合、解除されるまで臨時休園とする。ただ し、
レベル4危険警報のみ発表されており、避難情報が発令されていない場合は暴風警報と同様
の取り扱いとする。 (暴風警報 :午前6時現在発令されており継続が予想される場合は、登園
を見合わせるよう保護者に依頼する。) ″

事前休業の判断基準となる防災気象情報等

【防災気象情報】
レベル 3大雨警報、
レベル 3氾濫警報、
【避難情報】
高齢者等避難
避難指示

開業時間と利用者の通所にかかる時間を考慮して、休業の判断をする。

防災体制 【高潮】 記入例

/

総括指揮者
全体を指揮

責任者園長

防災体制確立時の組織構成と役割分担

情報連絡班     避難誘導班
情報収集や伝達      利用者の避難支援

責任者副園長    責任者教頭

装備品等準備班

設備や装備品等の点検。準備

責任者主幹保育教諭
レ

　

・１

　

１

▼

レ

警戒レベル3

↓

警戒体制

警戒レベル4

↓

非常体制

警戒 ′ミ)

人数 1 名  人数 1 名  人数 1名 人数 1名



レベ )レ

災害への心構

えを高める段

階

総括指揮者
全体を指揮

責任者園長

・ 状況把握、指揮

・ 体制確立の判断

・ 事前休業の判断

情報連絡班

情報収集や伝達

責任者副園長

・ 気象情報等収集

D施設職員への情
報伝達

避難誘導班

利用者の避難支援

責任者教頭

・ (避難誘導体制

の確認 )

・ (避難ルー トの

確認)

・ 避難誘導体制の

確認

・ 避難ルー トの確

認

o(避難誘導開
始 )

・ 避難完了の確認

・ 避難先での園児

の見守り

・ (緊急安全確保

の誘導 )

装備品等準備班

設備や装備品等の点検・準備

責任者主幹保育教諭

D(避難に必要な
設備や装備品、

備蓄品、避難先

への持ち出し品

等を点検 し準備 )

3名

D避難に必要な設
備や装備品、備

蓄品、避難先ヘ

の持ち出し品等

を点検し準備

人数 3名

・ 避難開始判断の

場合、避難先ヘ

の持ち出し品等

の運搬

人数        3 名

・ 避難先での持ち

出し品等の管理

人数

・ 状況把握、指揮

D施設職員等招集

・ (避難開始判

断)

・ 状況把握、指揮

・ 避難先での園児

の見守りの監督

o(緊 急安全確保
の判断)

1 名  人数 1名 人数 15 名 人数

警戒レベル

2

↓
注意体制

警戒レベル1

↓

災害への心構え

を高める段階

警戒レベル2

↓

注意体制

人数     1 名 人数     1 名 人数     15 名

・ 状況把握、指揮  ・ 気象情報、水位  ・ 避難開始判断の
D避難開始判断    情報、避難情報   場合、避難誘導
(園舎3階屋    等の収集      開始
上、又は西中島  ・ 保護者への連絡
小学校)

人数 1名 人数 1名 人数 15  名

・ 気象情報、水位

情報、避難情

報、避難先情報

等の収集

・ 胞設職員や避難

支援協力者へ連

絡

・ 施設職員への情

報伝達

D早期注意情報 (警報級の可能性)の「中」または「高」が発表された場合

・ 台風の接近が予想されている場合

ベレ

　
負

）

―
↓

警戒体制

警戒レベル

4

↓
非常体制

警戒

・ レベル 2高潮注意報が発表された場合



警戒レベル3

↓

警戒体制

警戒レベル4

↓

非常体制

・ 高齢者等避難が発令された場合

・ レベル 3高潮警報が発表された場合

・ 避難指示が発令された場合

・ レベル4高潮危険警報が発表された場合

事前休業の判断について

避難指示 (警戒レベル4)、 高齢者等避難 (警戒レベル 3)、 防災気象情報のレベル 5特別警
報、レベル4危険警報が発令・発表された場合、解除されるまで臨時体園とする。ただし、
レベル4危険警報のみ発表されており、避難情報が発令されていない場合は暴風警報と同様
の取り扱いとする。 (暴風警報 :午前6時現在発令されており継続が予想される場合は、登園
を見合わせるよう保護者に依頼する。) /

事前休業の判断基準となる防災気象情報等

【防災気象情報】
レベル 3高潮警報、レベル 4高潮危険警報、レベル 5高潮特別警報
【避難情報】
高齢者等避難
避難指示

開業時間と利用者の通所にかかる時間を考慮して、休業の判断をする。

防災体制 【津波 (到達時間が短い場合)】

レベル

総括指揮者
全体を指揮

責任者園長

防災体制確立時の組織構成と役割分担

情報連絡班    避難誘導班
情報収集や伝達      利用者の避難支援

責任者副園長      責任者教:頂

/

寵 入輌I

装備品等準備班

設備や装備品等の点検・準備

責任者主幹保育教諭

3名

D避難開始判断の
場合、避難先ヘ

の持ち出し品等

の運搬

人数 1 名 人数 1 名  人数 15名 人数

・ 状況把握、指揮  ・ 気象情報、水位  ・ 避難開始判断の
c避難開始判断    情報、避難情報   場合、避難誘導

等の収集      開始
D保護者への連絡

人数      1 名 人数      1 名

・ 状況把握、指揮  D施 設職員への情
・ 避難先での園児   報伝達
の見守りの監督

人数    15 名

・ 避難完了の確認

・ 避難先での園児

の見守り

人数    3名

・ 避難先での持ち

出し品等の管理

警戒レベル

3

↓
警戒体制

警戒レベル

4

↓
非常体制



レベサレ

・ 地震に伴う強い揺れ又は長時間ゆつくりとした揺れを感じた場合
D津波注意報、津波警報、大津波警報が発表された場合

・ 避難指示が発令された場合

津波は 20cmか ら 30cm程度の高さであっても、急で強い流れが生じるため、これに巻き込まれ
て流されれば、命を脅かされる可能性があることから、大津波警報・津波警報 。津波注意報のい

ずれが発表された場合であっても、危険な地域からの一刻も早い避難行動をとる必要がある。

また、震源が沿岸に近い場合は地震発生から津波来襲までの時間が短いことから、少しでも早く

避難する必要があり、津波災害警戒区域等に居るときに強い揺れ (震度 4程度以上)又は長時間
ゆっくりとした揺れを感じた者は、気象庁の津波警報等の発表や市町村からの避難指示の発令を

待たずに、自主的かつ速やかに避難行動をとることが必要である。

防災体制 【津波 (到達時間が長い場合)】 言R入衛!

総括指揮者
全体を指揮

責任者園長

o(緊急安全確保
の判断)

総括指揮者
全体を指揮

責任者園長

人数

・ 状況把握、指揮

・ 施設職員等招集

・ (避難開始判

断)

情報連絡班

情報収集や伝達

責任者副 園 長

・ 気象情報、水位

情報、避難情

報、避難先情報

等の収集

・ 施設職員や避難

支援協力者へ連

絡

避難誘導班

利用者の避難支援

責任者教頭

o(緊急安全確保
の誘導)

・ 避難誘導体制の

確認

・ 避難ルー トの確

認

・ (避難誘導開

始 )

装備品等準備班

設備や装備品等の点検・準備

責任者主幹保育教諭

装備品等準備班

設備や装備品等の点検・準備

責任者主幹保育教諭

3名

・ 避難に必要な設

備や装備品、備

蓄品、避難先ヘ

の持ち出し品等

を点検し準備

人数 3名

・ 避難開始判断の

場合、避難先ヘ

の持ち出し品等

の運搬

レベル

警戒レベル

2

↓
注意体制

防災体制確立時の組織構成と役割分担

情報連絡班    避難誘導班
情報収集や伝達      利用者の避難支援

責任者目J園長      責任者教:頂

1名 人数 1名 人数 15名 人数

人数     1 名 人数     1 名

・ 状況把握、指揮  ・ 気象情報、水位
・ 避難開始判断    情報、避難情報

等の収集

・ 保護者への連絡

人数      15 名

・ 避難開始判断の

場合、避難誘導

開始

警戒レベル3

↓

警戒体制

警戒

警戒体制

ベレ

　
負

）

・Ｉ

▼



レベ ,レ

総括指揮者
全体を指揮

責任者園長

人数

・ 状況把握、指揮

D避難先での園児
の見守りの監督

・ (緊急安全確保

の判断)

情報連絡班

情報収集や伝達

責任者目」園長

名 人数    1

避難誘導班

利用者の避難支援

責任者教頭

名  人数

装備品等準備班

設備や装備品等の点検。準備

責任者主幹保育教諭

人数        3 名

D避難先での持ち
出し品等の管理

1

D施設職員への情
報伝達

15  名

・ 避難完了の確認

D避難先での園児
の見守り

。 (緊急安全確保

の誘導)

「遠地地震に関する情報」の中で津波の到達予想時刻等の情報が発表された

場合警戒レベル2

↓

注意体制

D高齢者等避難が発令された場合
・ 津波注意報、津波警報、大津波警報が発表された場合

・ 避難指示が発令された場合

我が国から遠く離れた場所で発生した地震に伴う津波のように到達までに相当の時間があるもの

については、気象庁が、津波警報等が発表される前から津波の到達予想時刻等の情報を「遠地地

震に関する情報」の中で発表する場合がある。

市町村は、この「遠地地震に関する情報」の後に津波警報等が発表される可能性があることを認

識し、津波警報等の発表前であっても、必要に応じて高齢者等避難の発令を検討するものとなつ

ている。

施設利用者の人数や特性等から、施設利用者の避難完了に多くの時間を要する場合には、気象庁

の津波警報等の発表や市町本寸からの避難指示の発令を待たずに、自主的かつ速やかに避難行動を

とることが必要である。

警戒レベル

4

↓
非常体制

警戒レベル3

↓

警戒体制



情報収集・伝達

情報収集・伝達

情報収集

収集する主な情報及び収集方法は、以下のとおりとする。

謂 入椰I

共
通
の
情
報

【防災気象情報 (気象庁)】
D早期注意情報 (警報級の可能性)

【避難情報 (市町村)】
D警戒レベル3高齢者等避難

・ 警戒レベル4避難指示
・ 警戒レベル5緊急安全確保

【避難所の開設状況 (市町村)】

・ 指定緊急避難場所や福祉避難所の開設状

況

道路の通行止め情報

・ レベル 2大雨注意報、レベル 3大雨警

報、

レベル 4大雨危険警報、レベル 5大雨特

月」擢藝幸民

・ 大雨キキクル (大雨に関する警報等の危

洪   険度分布)
水  .洪 水予報

レベル 2氾濫注意報、レベル 3氾濫警
幸侵、

レベル 4氾濫危険警報、レベル 5氾濫特
月u是彗幸民

・ レベル 2高潮注意報、レベル 3高潮警

幸 風 、

レベル 4高潮危険警報、レベル 5高潮特
月U擢彗幸反

・ テレビ、ラジオ、気象庁HP
D名古屋市防災アプリ等

・ テレビ、ラジオ、気象庁HP

・ 名古屋市のHP

・ 名古屋市防災アプリ

・ 緊急速報メール等

Dテ レビ・ ラジオ

・ 名古屋市HP

(災害時 !最寄りの避難所開設情報)等

・ 日本道路交通情報センターのHP等

・ テレビ、ラジオ、気象庁HP

・ 名古屋市のHP
c名古屋市防災アプリ

・ 川の防災情報のHP

・ テレビ、ラジオ、気象庁HP
c名古屋市防災アプリ等

・ テレビ、ラジオ、気象庁HP

・ 防災アプリ

高
潮

　

　

津
波
・ 津波注意報、津波警報、大津波警報



収集すべき情報 入手先

・ 緊急速報メール等

情報伝達



早期注意情報

事前休劇のお知ら

せ

インターネット

(気象庁HP)

大雨の警報級の可能性「高」が発表されまし

た。災害への心構えを高める段階です。 口貝

報

絡

情

連

班

情報

連絡

班

情報

連絡

班

情報

連絡

班

情報

連絡

班

拝雪幸侵

連絡

施設職

施設職

貝

保護者

施設職

貝

施設職

施設職

施設職

警戒レベル

1

警戒レベリ♭

統括指揮者の判

断を確認

レベル5特別警報・避難情報が発令されていま

すので、こども国は臨時休園することとなりま

した。

レベル 2大雨注意報が発表されました。

注意体制をとる段階です。

レベル 2氾濫注意

報

レベル 2大雨注意

報

インターネット

(川の防災情

辛艮)

インターネット

(気象庁HP)

庄内川 (又は、矢田川)に レベル 2氾濫注意報 情報
が発表されました。             連絡

注意体制をとる段階です。          班

口貝
2

レベル 2高潮注意

報

インターネット

(気象庁HP)

レベル 2高潮注意報が発表されました。

注意体制をとる段階で魂 口員

口員

口員

口貝

報

絡

　

　

報

絡

情

連

班

　

情

連

班

レベル3高潮警報  インターネット
(気象庁HP)

高齢者等避難

レベル3氾濫警報  インターネット
(川の防災情

報 )

レベル3大雨警報  インターネット
(気象庁HP)

インターネット 高齢者等避難が発令されました。
等

(緊急速報メー

ル)

施設職

庄内川 (又は、矢田川)に レベル 3氾濫警報が 情報  施設職
発表されました。              連絡  員
警戒体制をとる段階ですと          班

レベル 3大雨警報が発表されました。

警戒体制をとる段階です。

施設職

レベル 3高潮警報が発表されました。

警戒体制をとる段階です。

施設職

津波注意報 (又は津波警報・大津波警報)が発 情報
表されました。               連絡

警戒体制をとる段階です。          班

避難指示が発令されました。 情報  施設職

庄内川 (又は、矢田川)レベル 4氾濫危険警報 情報  施設職
が発表されました。             連絡  員
非常体制をとる段階ですも          班

津波注意報 。津波

警報 。大津波警報

インターネット

(気象庁HP)

施設職

口貝

避難指示

レベル 4氾濫危険

警報

レベル 4大雨危険
蔓笙事風

インターネット

等

(緊急速報メー

ル)

インターネット

(川の防災情

幸侵)

インターネット

(気象庁HP)

口貝連絡

班

レベル 4大雨危険警報が発表されました。

非常体制をとる段階です。 口貝

警戒レベル

3

警戒レベル

4



レベル4高潮危険

警報

インターネット

(気象庁HP)

レベル 4高潮危険警報が発表されました。

非常体制をとる段階です。

班

班

情報  施設職
連絡  員



避難誘導

避難誘導 兼 入`ml

避難先、移動距離及ぴ避難方法

避難場所及び屋内安全確保を図る場所は下表のとおりとする。

津波ハザードマップによると、こども園周辺の浸水30cmに到達するまでの時間は120～ 240
分、避難場所の西中島小学校周辺も120～ 240分。津波は50c阻程度でも車が流されるほどの
力を持っていると言われている。至急保護者の迎えが必要となるが、避難場所への避難が遅
れないように状況半」断する。

9 □ □ o台

9 西中島小学校(747m) 図 □ o台 散歩車
4台

20うコ`

5分

警戒

レベ

ジレ3

高齢

者等

避難

警戒

レベ

,レ 3

高齢

者等

避難

階

3 階

階

2/3 階

指定緊急
避難場所

近隣の安
全な場所

屋内安全
確保

9

施設の2

階・屋

上国庭

O m

達菱:窓酔古.庁諸謡裂
0・0～。・5m未満、庄内サ||&5～ 3.Om未満

高潮 :3.0～5,Om未満

回 □ o台

該当する災害リスク :0.5～ 3.Om未満 (2階以上への避難が必要)

階9 □ o台



西中島小学校

(747m) ロ □ o台
指定緊急
避難場所

近隣の安
全な場所

屋内安全

系列施設や

牧鳥昌種類

指定緊急避
難場所

9 散歩車
4台

20分

警戒

レベ

)レ 3

高齢

者等

避難

警戒

レベ

ル 3

高齢

者等

避難

階

漱
離
嗣

９

:矢田川
: 0.5-3
: 3.0-5

(国管理)

:]器棗蔦

0,0～0.5m未満、庄内川 0.5～3.Om未満

回 □ 0台

盟 □ 0台 散歩車
4台

20

0.0～0.5m未満、庄内川 0.5～ 3.Om未満

□ □ 0台

確保

施設

の屋

上

9

O m

西中島小学校 (747
m)

警戒

レベ

ル 3

高齢

者等

避難

階

3 階

階

3 階

階

該当する災害リスク :3.0～ 5.Om未満 (3階以上への避難が必要)

□ 0台□e

”
”

５

０

矢田
０

３

水
波
潮

洪
津
高

１

３

５

お蹄 )

.Om未満

9近隣の安全
な場所

以下に該当するか検討の上、屋内安全確保を選択するかどうかを慎重に判断する

o家屋倒壊等氾濫想定区域、土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒区域、津波による浸水のおそ
れがある区域に存していないこと

・ 漫水しない居室があること

・ 一定期間漫水することにより生じる可能性がある支障を許容できること

緊急安全確保

急激に災害が切迫することにより (警戒レベル 5緊急安全確保の発出などが目安)、 避難確保計画
に定めた場所への避難を安全にできないような、過酷な事象に遭遇した場合は以下の場所に緊急

的に移動する

|:41     !キ I言士↑|.   i辞ウ:ウ|‖ iヽキ
111111:I

rilll l!十

1

,許 矛|′ `ユ● ふ
‖で,,li

4｀ 1婢Ttt WI絆
み||IⅢ t`ア 十ヽ111潜∴Ⅲll



※本行動は、災害が発生・切迫した段階での対処であり、本来は立ち退き避難をすべきだった

が、避難し遅れた際にとる次善の行動である点に留意する。

避難経路

避難先までの避難経路は、【施設周辺の避難地図】【施設建物内の避難経路図】のとおりとする。

避難先は、避難訓練等により避難できることを確かめ、必要に応じ見直しするものとする。

【施設周辺の避難地図】
鐵 鸞 X

和光こども園

西中島小学校

“

整

聰

※本地図の災害情報は、最新の情報を表示しています。計画作成時の情報と異なる場合がござい

ます。

【施設建物内の避難経路図】

顧像ファイルが登録されていません

cont両登学鮮∵昇
100m



設備・備蓄!

避難誘導の際に使用する設備等について,よ、下表に示すとおりである。これらの設備等について

は、日ヒ頁からその維持管理に努めるものとする。

土のう袋 10  1階倉庫

スコップ 6  1階 倉庫
緊急時の設備

つるはじ 1   1階倉庫

ハンマー 3  1階 倉庫

避難に必要―な装備品や備蓄品等の例については、下表に示すとおりである。これらの装備品や備

蓄品等について|よ、日頃からその維持管理に努めるものとする。



f盾報収集 。伝達

避難誘導   ヘルメット

救急用品

テレビやラジオ

インターネットに

接続したパソコン

やタブレット端末

移動用の車両(お散

歩車)

水や食糧(単位 :日

分)

非常用持出し袋

寝具

災害用簡易パック

トイレ

おむつ

おしり拭き

ウエットティッシ
ユ

タオル

電話やファックス 1  職員室、複合機事務室

スマー トフォン 1  事務室

ポータブル電源、
ソーラーパネル

1  事務室倉庫

乾電池 50  職員室

名簿 (施設利用

者 )
2  職員室、事務室

懐中電灯 10  各教室等

22 各教室等

3  事務室

19 PC事務室 7台、職員室 2台、職員室
タブレット■0台

3  職員室

4  ■階倉庫

2階廊下保管庫、事務室倉庫、給食室
裏倉庫

各教室 (水21、 乾パン、多機能防災ラ

ジオ、救急ファース トエイ ド、カイロ

20、 ロープ、ブルーシー ト、簡易 トイ

レ50回 )

1   2階 廊下保管庫

1   2階 廊下保管庫

1   2階 廊下保管庫

1   2階 廊下保管庫

1   2階 廊下保管庫

3

1

避難先

その他

1   2階 廊下保管庫



防災教育及び訓練

防災教育及び訓練の実施に関する事項

防災教育及び訓練の年間計画

↓

避難確保計画の周知

・ 施設職員、利用者や利用者の家族、避

難支援協力者に電子データなどで避難

確保計画を共有し、周知する

↓

謂 入佃I

実施予定時期

4  月頃

4  月頃

5  月頃

毎月、火災含めた各

種災害を想定した避

難訓練を実施。訓練

模様を保護者に掲示

板で報告。

5  月頃

6  月頃

避難先と調整の上、

実施。

立退き避難訓練

・ 避難経路ごとに避難方法 (車、徒歩な

ど)を確認

・ 施設から避難先までの避難に要する時

間の計測 等

避難確保計画の作成=防災体制の確立

施設職員、避難支援

協力者への防災教育

・ 水害・土砂災害の危険性や避難場所の

確認

・ 過去の被災経験や災害に対する知恵の

伝承 等

利用者、施設利用者

の家族への防災教育

・ 水害・土砂災害の危険性や避難場所の

確認

・ 緊急時の対応等に関する保護者・家族

等への説明 等

情報収集、情報伝達

訓練

・ 施設職員の緊急連絡網の試行

・ 保護者
。家族等への情報伝達手段 (メ

ール・電話等)の確認、情報伝達の試
行 等



屋内安全確保訓練
・ 避難方法の確認

・ 避難に要する時間の計測 等

↓

↓

市町村への避難訓練

結果の報告

。システム内の訓練実施報告の様式に基

づき名古屋市に訓練結果を報告する

↓

避難確保計画の見直

し

・ 振り返りであげられた意見や問題点を

踏まえて、避難確保計画を見直す

0  月頃

毎月

0  月頃

毎月の訓練ごとに振

り返り。

3  月頃

避難訓練結果の振り

返り

・ 訓練終了後に参加者全員で訓練を振り

返る

。訓練計画時に決めた訓練の目的 。目標

について達成度を確認し、その後、個

別の反省点や行動等について意見交換

する




